
九
大
皮
層
科
、
旭
憲
吉
（
一
八
七
四
～
一
九
三
○
、
以
下
旭
）
に
無

縁
の
演
者
ら
が
こ
れ
に
言
及
す
る
の
は
借
越
で
あ
る
が
、
第
九
八

回
日
本
医
史
学
会
が
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
の
を
機
に
、
旭
正
一

教
授
（
産
業
医
科
大
学
皮
層
科
）
ら
の
ご
教
示
を
得
て
、
い
さ
さ
か

述
べ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
が
、
わ
が
国
三
番
目
の
国
立
大

学
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の
は
明
治
三
六
年
で
、
京
大
の
名
を
冠
し

た
の
は
当
時
単
科
独
立
の
大
学
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い

う
。
同
四
四
年
に
九
州
帝
国
医
科
大
学
、
大
正
八
年
九
州
帝
国
大

学
医
学
部
と
な
る
。

旭
は
明
治
三
二
年
東
大
卒
、
同
三
六
年
文
部
省
か
ら
皮
層
病
学

徽
毒
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
中
に
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科

大
学
助
教
授
に
任
じ
ら
れ
、
同
三
九
二
九
○
六
）
年
帰
朝
、
同
年

21

初
期
の
九
大
皮
膚
科
と
旭
憲
吉
教
授

、
ノ

ー
上

○
長
門
谷
洋
治

１
・
坂
上

俊
之

一
○
月
一
八
日
同
大
学
教
授
と
な
り
、
初
代
の
皮
層
病
学
及
徽
毒

学
講
座
を
担
任
。
大
正
八
年
よ
り
同
一
○
年
ま
で
附
属
医
院
長
。

彼
は
京
都
市
上
京
区
に
生
ま
れ
、
一
高
を
経
て
東
大
に
。
卒
後
、

土
肥
慶
蔵
教
授
の
皮
膚
病
徽
毒
学
教
室
に
入
り
助
手
と
な
る
。
明

治
三
一
年
教
授
に
つ
い
た
土
肥
に
と
っ
て
、
彼
は
初
期
の
自
学
出

身
者
で
あ
り
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
弟
子
に
厳

し
い
土
肥
は
彼
に
対
し
て
も
容
赦
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
東

大
に
次
ぐ
京
大
の
皮
層
病
徽
毒
学
講
座
は
同
三
五
年
に
開
講
し
、

松
浦
有
志
太
郎
が
教
授
に
就
た
。
彼
も
束
大
卒
で
あ
る
が
土
肥
門

で
は
な
い
。
ま
た
京
大
よ
り
僅
か
遅
れ
て
発
足
し
た
九
大
に
京
大

か
ら
教
授
な
ど
の
人
材
を
送
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
九
大
初
代

の
教
授
が
東
大
出
身
者
を
主
に
構
成
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
旭
が
土
肥
の
元
に
い
た
の
は
約
三
年
、
教
授
に
就
た
の
は
三

二
歳
で
あ
っ
た
。
彼
と
東
大
同
年
卒
の
稲
田
龍
吉
も
九
大
の
教
授

（
内
科
）
と
な
っ
た
。

旭
は
着
任
二
カ
月
後
の
明
治
四
○
二
九
○
七
）
年
に
日
本
皮

層
科
学
会
九
州
支
会
を
発
足
せ
し
め
た
。
皮
層
科
の
地
方
会
の
発

足
に
つ
い
て
『
日
皮
会
誌
」
な
ど
を
探
索
し
た
桜
根
太
郎
氏
は
、

九
州
の
そ
れ
は
東
京
地
方
会
（
明
治
三
四
年
二
月
二
日
創
始
）
に
次
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ぐ
も
の
だ
が
、
そ
の
開
催
の
日
に
ち
が
不
明
だ
と
し
た
。
九
大
皮

膚
科
で
は
大
正
三
年
に
「
我
教
室
ノ
新
築
ト
七
年
』
な
る
冊
子
を

刊
行
し
、
そ
こ
に
〃
日
本
皮
層
科
学
会
九
州
支
会
記
事
″
（
井
尻
辰

之
助
執
筆
）
が
登
載
さ
れ
、
第
一
回
に
つ
き
詳
し
く
報
告
し
て
い
る

が
九
月
と
あ
る
の
み
で
日
に
つ
い
て
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
今

回
演
者
ら
は
『
東
京
医
事
新
誌
』
（
同
四
○
年
九
月
二
八
日
発
行
、
一

五
三
一
号
三
九
頁
）
な
ど
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
九
月
一
二
日
（
土
）

午
後
一
時
よ
り
内
科
大
講
堂
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
本

会
は
そ
の
後
、
日
本
皮
膚
科
学
会
福
岡
地
方
会
と
名
を
改
め
、
本

平
成
九
年
三
月
で
第
三
○
○
回
を
迎
え
た
。
福
岡
に
つ
い
で
は
大

阪
（
明
治
四
二
年
五
月
七
日
）
で
発
会
を
み
て
い
る
。

旭
の
著
述
（
共
著
）
の
う
ち
、
演
者
ら
の
手
元
に
あ
る
も
の
を
あ

げ
れ
ば
以
下
で
あ
る
。

①
ム
ラ
ッ
エ
ッ
ク
著
、
山
田
弘
倫
（
以
下
山
田
）
、
旭
共
訳
「
徽

毒
図
譜
」
二
三
二
頁
、
南
江
堂
書
店
、
明
治
三
四
年
（
彩
色
図
譜
入

り
。
本
書
は
ム
ラ
ッ
エ
ッ
ク
著
、
筒
井
八
百
珠
訳
「
皮
膚
病
図
譜
」
明
治

三
三
年
と
対
で
あ
る
）

②
山
田
・
旭
共
著
「
皮
層
病
診
断
及
治
療
法
」
三
二
二
頁
、
朝

陽
堂
書
店
、
明
治
三
四
年

③
右
に
同
じ
。
第
四
版
、
五
一
七
頁
、
朝
陽
堂
書
店
・
南
山
堂

書
店
、
明
治
四
○
年

④
山
田
・
旭
共
著
軍
化
柳
病
診
断
及
治
療
法
」
二
四
八
頁
、
朝

陽
堂
書
店
、
明
治
三
五
年

⑤
右
に
同
じ
。
た
だ
し
旭
・
山
田
の
順
、
第
一
○
版
、
六
三
○

頁
、
南
山
堂
書
店
、
大
正
九
年

旭
の
創
製
し
た
も
の
に
円
形
脱
毛
症
の
内
服
薬
〃
玄
華
″
が
あ

る
。
旭
は
昭
和
四
年
、
土
肥
に
代
っ
て
日
本
皮
層
科
学
会
会
頭
と

な
り
、
岡
山
市
で
の
第
二
九
回
日
皮
総
会
を
仕
切
っ
た
。
そ
の
と

き
の
岡
大
皮
膚
科
教
授
皆
見
省
吾
が
彼
の
あ
と
を
継
い
だ
。
岡

山
総
会
の
後
間
も
な
く
の
昭
和
五
年
一
月
、
旭
は
師
の
土
肥
よ
り

先
に
死
亡
し
た
。
五
五
歳
で
あ
っ
た
。

本
稿
を
記
す
に
さ
い
し
旭
正
一
・
北
村
公
一
・
本
房
昭
三
・

寺
畑
喜
朔
の
各
先
生
に
ご
教
示
を
得
た
。
謝
意
を
表
す
次
第
で

あ
る
。

（
、
大
阪
府
豊
中
市
）

（
⑳
京
都
府
城
陽
市
）
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